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はじめに
ツチバチ科は有剣ハチ類に含まれる比較的大

型のハチであり，日本からは 4属 25種が記録さ

れている（三田，2020）．このうち，ミヘヤツチ

バチ属 Liacosは，ツマキツチバチ L. erythrosoma

とナガセクロツチバチ L. melanogasterの 2種が知

られ，ツマキツチバチは腹部第 3節以下が赤褐色

であるのに対し，ナガセクロツチバチは腹部全体

が黒色であることにより容易に区別される（寺山・

長瀬，2016）．

ナガセクロツチバチは，鹿児島県大隅半島に

おいて採集された個体（2オス，1メス）をもと

に記載された（Tsuneki, 1982）．その後長らく追

加の採集記録がなく，環境省レッドリストおよび

鹿児島県レッドリストで準絶滅危惧に選定される

など，絶滅が危惧されていた（環境省自然環境局

野生生物課，2020；山根・河野，2016）．しかし，

近年，河野ほか（2021）により本種が鹿児島県北

部の新産地とともに 38年ぶりに再発見された．

筆者らは大隅半島にて 2019年と 2020年に河

野ほか（2021）の記録にて報告がなかったメス個

体を含む複数個体を確認しているので，追加の記

録として報告する．

材料と方法
採集した個体は酢酸エチルを用いて殺した後，

乾燥標本にした．標本写真には α7R IVデジタル

カメラ（ソニー株式会社）にMC-11マウントコ

ンバーター（株式会社シグマ）を用いて MP-E 

65mm 1 : 2.8 1–5x マクロレンズ（キヤノン株式会

社）を接続したカメラユニットを使用した．この

カメラユニットをWe Macro Rail（We Macro社）

に固定し，コンピューター制御により 100枚ほど

ピントをずらした写真を撮影した．撮影光源には

TT560スピードライト（Neewer社）とワイヤレ

スフラッシュトリガー（Yongnuo社）を接続した

照明ユニットおよび自作のディフューザーを使用

した．得られた写真を Zerene Stacker（Zerene 

System社）を使用して焦点深度合成を行った．

なお本報告で使用した標本は九州大学農学部昆虫

学教室に収蔵される．

Liacos melanogaster Tsuneki, 1982

ナガセクロツチバチ
（Fig. 1）

【JAPAN: Kyūshū】1♂, Kagoshima-ken, Kimo-

tsuki-gun, Mianmiōsumi-chō, Satahetsuka（鹿児島県

肝属郡南大隅町佐多辺塚），12 VIII 2019; 1♂, same 

locality data, 13 VIII 2019; 1♀, same locality data, 10 

IX 2020; 1♂, same locality data, 11 IX 2020; 1♀, 

same locality data, 12 IX 2020．全て阿部が採集．

採集したのはいずれも日中である．今回本種

を採集した場所は吹上のような環境でかつギャッ

プになっており，地上から周囲の樹冠部を観察で

ナガセクロツチバチ（ハチ目：ツチバチ科）の
追加記録とメスの再発見
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きた．樹冠部には本種を含め多くのナミツチバチ

族 Scoliiniが飛翔していた．なお，本種のメスは，

原記載時に用いられた 1個体以外は知られておら

ず（Tsuneki, 1982），今回の記録が 2例目および 3

例目の記録となる．

備考　本種は 8月中旬から 9月上旬にカラス

ザンショウやリョウブに訪花することが知られる

（長瀬，1979；河野ほか，2021）が，その他の生

態学的知見は少ない．今回の採集地の構造と採集

時の観察から，本種は日中に林冠部を飛翔し，訪

花先を探していると考えられる．

なお，河野ほか（2021）では，本種のカラス

ザンショウへの訪花記録は長瀬（1982）にあると

述べているが，正しくは長瀬（1979: 3）である．
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氏（九州大学），本稿執筆にあたりご助言いただ
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Fig. 1．ナガセクロツチバチ，メス，側面．スケール：5 mm.
Fig. 1. Liacos melanogaster Tsuneki (female), lateral view. Scale bar: 5 mm.


